
 

 

 

 

１ 受講について  

・本校で開講される科目は、本校の生徒と一緒に受講します。 

・受講期間は、１年間です。 

・１年間に受講できる科目数は、２科目までです。 

・受講修了後、年間を通して出席が良好で、活動の状況が教科担任から良好と認められた方には 

「受講修了証」を発行します。 

 

２ 開講科目 

・本校の開講科目には特設科目と平常科目があります。週４時間の科目の場合は学習内容を２時間 

ずつに分割して授業を行うものもあります。週２時間の科目の場合は、学習内容の分割はありませ

ん。 

・特設授業（特設科目）とは、３年間で卒業するために特別に設置された授業で、Ⅰ部は週３日の 

１時限目と２時限目に、Ⅱ部は週３日の７・８限目に原則２時間連続で開講している授業です。 

・平常授業(平常科目）とは、通常の時間帯（Ⅰ・Ⅱ部は３～６限、Ⅲ部は７～10限）に開講してい

る授業です。 

・４年次の開講科目には、２、３年次の特設科目が平常科目として開講しているものもあります。 

・☆印は、授業内容の難易度を表しています。 

☆：初めての方でも安心して学べます。 

☆☆：一定の基礎が必要です。 

☆☆☆：応用的な内容を多く含みます。 

 

教科名 科目名 時間／週 難易度 講  座  内  容 

国 語 

現代文Ｂ 

（平常・特設科目） 
４ ☆☆ 

近代（明治）以降の文学作品や評論文の読解と鑑賞を

します。 

古典Ａ 

（特設科目） 
２ ☆ 

日本及び中国の古文、漢文の読解と鑑賞をします。 

基本的な内容です。 

古典Ｂ 

（平常科目） 
４ ☆☆ 

日本及び中国の古文、漢文の読解と鑑賞をします。 

発展的な内容です。 

地 理 

歴 史 

日本史Ａ 

（平常・特設科目） 
２ ☆☆ 

近代から今にいたるまでの日本の政治・経済・文化・

外交について学習します。 

地理Ａ 

（平常・特設科目） 
２ ☆☆ 

地理のおもしろさ、楽しさとともに、グローカルな視

点から世界と日常生活を関連付けて読み解く力を学習

します。 

公 民 

政治・経済 

（平常科目） 
２ ☆☆ 

主権者として政治・経済・国際関係に対する理解を深

めながら、今後の日本の役割やあるべき政治の姿を考

えます。 

倫理 

（平常科目） 
２ ☆☆ 

様々な宗教、思想を通して、人間のあり方や生き方を

考えます。 
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数 学 
数学Ｂ 

（特設科目） 
２ ☆☆☆ 

数列…羅列された数（数列）の法則を見つけ立式しま

す。 

ベクトル…天気予報の風予測のような向きと長さを持

つ矢印（ベクトル）について学習します。 

理 科 

生物基礎 ２ ☆☆☆ 
細胞、遺伝子、体内環境の維持、多様性等について学

習をします。 

物理基礎 ２ ☆☆☆ 
力学的エネルギー、熱、波動、電気等について学習を

します。 

保健体育 保 健 ２ ☆ 

①現代社会と健康、②安全な社会生活、③生涯を通じ

る健康、④健康を支える環境づくりの４領域から、生

涯における健康について考えます。 

表現 演劇表現 ２ ☆ 

前期：劇づくりのためのダンス・ストレッチ・発声な

どの体づくりとゲームやエチュードを通じて自

己理解と他者理解をします。 

後期：２月の発表会に向けての創作活動（劇練習）を

行います。 

※２月の発表会（期日未定）に生徒と一緒に役者とし

て出演することを受講の条件とします。 

芸 術 書道Ⅰ ２ ☆☆ 

筆の持ち方、基本点画から始め、さまざまな古典作品

を学習し基礎固めをします。また篆刻で自分の印も作

ります。 

外国語 英語会話 ２ ☆☆ 

日常で使われる会話表現を学び、練習していきます。

細かい文法事項までは扱いませんので、英語の基礎知

識は必要と思われます。 

家 庭 服飾手芸 ２ ☆ 

前期は「基礎縫い」「刺し子」、後期は「編み物」を

学習します。実習材料費3,000円が必要です。２時間連

続の授業です。作品制作だけの内容ではありません。 

開講はⅡ部３～６限、Ⅲ部７～10限です。 

商 業 ビジネス文書 ２ ☆☆ 
ワープロソフト（ワード）の基本操作を習得します。 

４年次Ⅰ・Ⅱ部は３～６限、Ⅲ部は７～10限です。 

 

４ 受講の決定について 

 ・受講申請者には、４月下旬迄に令和５年度の時間割表（授業の開講曜日・時間）と受講登録用紙

を送付します。登録用紙に受講希望の科目・時間割を記入し、返送していただきます。 

 ・受講願書、受講登録用紙をもとに学校で調整を行い、後日結果を通知します。 

 （本校生徒用の時間割内で受講していただきますので、ご希望の受講時間帯と合わない場合は受講   

できません。） 

・受講開始日は、令和５年５月中旬の予定です。  

 

  ・新型コロナウィルスの感染拡大状況によっては、開講を見合わせる場合もありますの 

で、あらかじめご了承ください。 


